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Ⅰ はじめに

ネットカフェについて「ネットカフェ難民」のよ
うに分断，排除，自己責任といった視点から分析す
るものはあったものの，メディア利用という，ある
意味「正面」から取り扱った研究はあまりみられな
かった。本書はこうした視点から，著者の博士論文
を加筆・修正しつつ，アジアを中心とした諸都市（ソ
ウル，北京，上海，天津，香港，台北，シンガポー
ル，マニラ，バンコク）のネットカフェにおける
フィールドワークに基づき，2010 年前後のインター
ネット利用，コミュニケーション行為，場所性など
を包括的に研究したものである。
メディア，とりわけインターネットの領域におけ
る変化は非常に速く，そして大きい。研究成果が「書
籍」という形になったときには，そこで論じた状況
が大きく変わっていることも多い。そのためいくら
詳細に，丹念に論じようとも，それらはしばしば調
査した時代の「スナップショット」に過ぎないとも
いわれる。しかし一方では，当時の状況を書き留め
た貴重な資料でもあり，またそこから現時点でも論
じるに値する重要な論点を提示しているものもある。
本書もそうした類の研究成果である。
本書冒頭にもあるように，ネットカフェ利用の研
究がスタートにあるのではなく，アジアにおけるイ
ンターネット利用を分析・検討するうえでネットカ
フェに着目することが本書を貫く基本姿勢であり，
特徴でもあるといえるだろう。ここでいうネットカ

フェとは「少なくともパソコンとインターネット接
続とを完備し，それらを利用する環境を含めて比較
的安価に提供することを目的とするような，その周
囲にいる人々が基本的に自由に出入りできる商業店
舗」（23 ページ）と定義される。日本のネットカフェ
の特徴は，個別ブースから半オープンな空間までい
くつかのエリア（およびそれにともなう料金体系）
によって構成されている点である。日本のネットカ
フェはこのような緩やかなレイヤーを持ちながら，
①オープンとクローズ，②プライベートとパブリッ
ク（親密と公共），③ウチ（自室）とソト，というこ
れまで自明とされていた境界を揺さぶる空間となっ
ている。

Ⅱ 構成と概要

本書の構造を概観しておこう。
序章では，導入としてインターネット利用の概要

について統計的に確認したうえで，インタビューお
よび言説研究を中心とした調査手法，先行研究につ
いて言及している。とりわけ，アクターネットワー
ク論，Urry［1995; 2007］に代表されるような「場所
の消費」，「移動」についての一連の研究に影響を受
けつつ，技術／社会「決定論」のいずれにも距離を
置いた非決定論的な立ち位置から，ネットカフェを
各都市の比較から浮かびあがらせることが目指され
る。
続く第Ⅰ部「日本のネットカフェからアジアに向

けて」では，おもに日本のネットカフェの場所性の
考察や言説分析から問題の所在が導き出される。
第 1～3 章では，とりわけネットカフェにおける

「個室」の特殊性がとりあげられ，ネットカフェをめ
ぐる言説分析によって，「共にあることの現代的な
困難」（93 ページ）が指摘される。それはすなわち，
ネットカフェや個室は「好きなことが何でもできる」
空間でありながら，ネットカフェ難民の利用に対し
て他の利用者が迷惑だと思ったり，それに対して店
側に干渉，監視（管理）を期待したりするといった
ことを指している。しかし，第 2章にあるように，
日本においてネットカフェは，①漫画やゲームと
いった娯楽，②ネットという情報通信，③喫茶やカ
フェといった（開かれた）場所，という流れの合流，
要素を組み合わせながら，漫画喫茶とネットカフェ

『アジア経済』LⅪ-2（2020.6）
ⓒ IDE-JETRO 2020

https://doi.org/10.24765/ajiakeizai.61.2_82

書 評



から，複合カフェになっているとも理解できる。こ
うした日本のネットカフェと「壁」のないアジア諸
都市のネットカフェとを比較しながら，「個別ブー
スを維持しながら『壁』を取り払う方法を模索」
（99～100 ページ）するという本書のテーマが提示さ
れる。
第 4～6 章では第Ⅱ部の導入としてアジア諸都市
のネットカフェでのエピソードを紹介しつつ，比較
研究にあたって①娯楽，②ケア，③メディア技術，
という 3つの視点が提示される。例えば，第 5章で
はケアという文脈から台湾，香港，シンガポールの
ネットカフェを導入的に分析している。そこでは①
（広い意味での）ケアの対象となる社会的弱者のパ
ソコン・インターネット利用の場と，②その社会的
弱者を遠ざける手法（143 ページ）の多様な具体例
が提示されている。
第Ⅱ部「東アジア・東南アジアのネットカフェか
ら日本に向けて」では韓国・ソウル（第 7章），中国・
北京，上海，天津（第 8章），台湾・台北（第 9章），
香港（第 10 章），シンガポール（第 11 章），フィリ
ピン・マニラ（第 12 章），タイ・バンコク（第 13 章）
とそれぞれの都市におけるネットカフェのフィール
ドワークと分析が展開される。
それぞれの視点と対応させると，娯楽という意味
では，韓国（ソウル），中国（北京，天津，上海），
台湾（台北），日本（東京）とが比較される（第 7～9
章）。たとえば，若者向けのゲーム提供が主である
韓国においては，ゲーム利用以外の利用者との差異
が指摘されている。中国においては，移動労働者が
唯一，娯楽を受けられるネットカフェが，娯楽享受
における公平性を担保している。台湾では，深夜遅
くまで労働に従事するコミューターが，家族に咎め
られるような個人的な娯楽（ギャンブルやアダルト
ビデオ視聴）を楽しむ様子が観察されている。日本
のネットカフェにみられるような個別ブースは，「好
きなことが何でもできる」と「他人に迷惑をかけな
い」を両立させつつも，「共にあることの現代的な困
難」の再考を促している。
また第 9～11 章は，台湾（台北），香港，シンガポー
ルを日本（東京）と比較しつつ，外国人家事労働者
や子どもを配慮およびケアという視点からとりあげ
ている。そこでは，利用者や店のなかで生じる「分
断」や「不信」が指摘されている。また，そうした

議論から，日本のネットカフェにおけるネットカ
フェ難民と呼ばれる人々とその他の人々との間に生
じるような「摩擦」解消のためにどのような指針や
示唆が得られるのか，検討が促される。
メディア技術の良き利用のあり方という視点から

は，フィリピン（マニラ），タイ（バンコク），日本
（東京）が比較される。パソコンやインターネット
利用における「より良さ」とは何かが考察される（第
12～13 章）。
終章では，「共にあることの現代的な困難」の解消

は，現代の人々に内面化されている「他人に迷惑を
かけなければ，何をしてもよい」という自由主義的
な発想に介入し，摩擦や軋轢を自分こそが受けてい
るとみなすような自己責任論やそれを支える監視
（管理）の別のあり様を示すことにつながると指摘
される。そこで導入されるのは J・デリダがいう「ど
のような場所に行っても客として迎え入れられる権
利」としての「歓待（Hospitality）権」の概念である。
P・クロソウスキーを参照した國分［2002］がいうよ
うな主客がともに変容する「歓待」の実践と応用こ
そが短期的ながらもありうべき方策である，と結論
づける。

Ⅲ 研究上の位置づけ

本書の特徴は①インターネット利用研究として
「インターネット上で」どのように利用されているか，
ではなく「どこで」利用されているか，そしてその
場所性がどのように形成されているか，に着目して
いる点，②東・東南アジアの諸都市を広くカバーし
た国際比較を行っている点である。これらを踏まえ
つつ，インターネット利用と場所性とを考察した本
書は，メディア研究はもちろん，都市研究としても
有用な知見を示唆してくれる。こうした研究姿勢は，
Moores［2017］が唱える「脱メディア中心メディア
研究」（Non-Media-Centric Media Studies）（メディ
ア以外の要素に着目しながらメディアを研究するア
プローチ）としてもとらえることができるだろう。
以下，いくつかの関連トピック，領域への接続・論
点を示していこう。

コワーキング・スペースとの関連
2000 年代以降，都市におけるインターネット利用

83

書 評



の場所性を検討する際にネットカフェに加えて言及，
比較すべき場所としてコワーキング・スペースがあ
る。
2000 年代半ばに欧米で端を発したコワーキング・
スペースは，2010 年前後には日本においても東京，
大阪をはじめとして都市部で浸透していった。本書
でとりあげられる東・東南アジアの諸都市でも 2010
年代後半から急増している。そこでは，IT 業界な
どのフリーランスワーカーが，孤立を（一時的な）
コミュニティへの参加によって解消しようとした。
こうしたコワーキング・スペースでもインターネッ
トへの接続が前提とされている。コワーキング・ス
ペースはすなわち，家でもオフィスでもない「サー
ド・プレイス」（第 3の場所）としての機能が期待さ
れたが，それは個室で「好きなことが何でもできる」
ネットカフェとは対照的といえるだろう。
コワーキング・スペースは基本的に，家やオフィ
スにパソコンやインターネットがないためではなく，
それを前提としながらより高速なインターネット環
境や 3Dプリンタやレーザーカッターなどの高度な
設備を，そしてコラボレーションやイノベーション，
クリエイティビティといった言葉で彩られるコミュ
ニティを志向している。第 2章にもあるように「パ
ソコンやインターネットとともにある地域コミュニ
ティの希望という夢の残滓」（84 ページ）とはまた
異なる道筋を歩んだものとしてとらえられるコワー
キング・スペースは，ネットカフェとの比較におい
てコワーキング・スペースを利用「できる」者とネッ
トカフェを利用「せざるを得ない」者，コミュニティ
からの「逃走」とコミュニティへの「志向」の分断
を生んだともいえるだろう。
こうしたコワーキング・スペースはネットカフェ
との比較においてどのようにとらえられるのか，と
いう視点は本書の射程外とはいえ，今後の研究・分
析が待たれる領域であると考える。

モバイル・メディアとの関連
『情報通信白書 平成 30 年版』［総務省2018］によ
ると，2016～2017 年にかけてインターネットを利用
したことがある端末としてスマートフォンが PCを
上回った。本書の序章において，移動体通信機器に
よるインターネット利用については「研究の限界」
とされているが，第 6 章では携帯電話や SMS とパ

ソコンやインターネットとが相補的に機能している
ことが考察されている（145～146 ページ）。しかし
ながら，1990 年代後半のモバイル・メディア論，ケー
タイ研究との接続は言及されてもよいだろう。たと
えば，ケータイ，スマートフォンがつくり出す「テ
レ・コクーン」［羽渕2006］，「テリトリー・マシン」
（居場所機械）［藤本2006］といったモバイル・メディ
ア研究で提示された概念は，都市において「好きな
ことが何でもできる個室」を疑似的につくり出して
いる現象をとらえたものである。また南後［2018］
は，都市における個室でなくともひとりを感じるこ
とができる「ひとり空間」は，私個人ではなくモバ
イル・メディア，ソーシャル・メディアによって仕
切られており，また物理的な空間は椅子やテーブル
の配置によって動線や視線を制御するような建築的
操作が行われている，と指摘する。
そういった意味では，ケータイ，スマートフォン

を所持しているにもかかわらず，ネットカフェに行
かざるを得ない，あるいは敢えて行く意味を考察す
ることは，ネットカフェの場所性を考察するうえで
必要な作業となるだろう。また2020年に発生したい
わゆる「コロナショック」は人々の移動や集合，密
閉された空間や場所のあり方に大きな変容を迫った。
その中でネットカフェの場所性や意味づけも大きく
変わっていくことになる。
以上で述べた論点はいわば「ないものねだり」で

あり，本書の研究上の意義を損なうものではない。
むしろ，本書はインターネットと場所性，そこでの
コミュニケーションを研究するうえでさまざまな事
象との接続性を示唆しているのと同時に，ネットカ
フェに限らずコワーキング・スペースやモバイル・
メディアを含むメディアと移動研究において参照す
べき重要な視点を提供しているのである。
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